
燃焼排ガスlこよる宮内曹気の汚染について(第3報)

しはじめ

近年，多くの分野において省エネルギーがI唱え

れ，建物につい山ては冷妓房効本め向上カペ立から

れており栴建物の気密性は，今後益々高くなる傾

あると言え似の

一方，室内において換気を充分行わずに開放型

〈滋内め受気を消殺し.燃焼カ'スを室内に救出

る)燃焼器具を使用した士義合に発生する.不完全

による中毒事故(一齢化炭素中毒1 茨京総

防庁管内において毎年70件程度発生している 11)
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山形 事事

来，青述めように建物め気密慨が高く弘、った

場合には.現在以上の事故の発生が予想きれるた

昭和計年度以降，事紋;ニ至る諮要因i二関する

研究を続けてきたが，今回は燃焼ガス及びガス器

異の種類別の燃焼特性に関して，前年度から継続

して実験研究を行った結幾の概要を報告十》。

2. 験目

通気性の良くない室内て Itス器具を使用する

により発生ずる酸欠状燃における燃娩特性を，

燃焼ガス及びガス器具の種類ごとに究明する。
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3. 内
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及び実験装置

前回(所報第15号)の報告と同ーのものを用

いた心な主人実験室の換気回数は前向(所報第

日報告いように実験中山ト0.2L九
ある。

(2) 燃料ガス

現在.東京都内で使用されている燃料用ガス

ら，前回 ヲ今回は びLPG

ぴ実験に使i殺し~。

これらのガスの組成とその特性については表

1に示す。

(3) ァケス器具

(所報第)報告済みの部ガス器

発熱量がは等しい13A及びし用ガス

器具を実験に使用した o これらの器具は全て新

品て二器具名とその発熱量を， 6 B用器具とと

2に示す。

実験に使鰐したガス器具め襲撃京審議熱量
( kcal / hr) 

の種類
器具の何類

LPG 

ロ(1 

コンロ(2口)

2.150 

4，300 

2，270 

2，380 

9，400 

ストーブ(赤外線式)

なお， L P G用器具の表示発熱量は.単位時

間当りの燃料消費量まから算出した値である。

(4) 測定項目

鍛素j農度 (実験室中

イ 一酸化炭素濃度/1

ウ 二駿化炭素濃度 11

1支(災絞殺内上 F2点及ぴ洛外l点)

(5) 測定方法

ガス器具を実験主u:ぽ中央に置き.燃料ガス

を燃焼させて.燃焼中の火炎の状態を観察する

に.室内の各ス (02，ひ2)濃度

した。

実験中は各開口部を閉J.i'iし 2台のファンで

室内空気を慨持することにより.室内のガス i~

度分布を一様にし争 f佳梓状況は淑円安羽11定により

確認したの

実験 果

(J) 不完全燃焼中の炎の状態

各器具について. 目視により不完全燃焼中の

炎の状擦を観黙した結果事 lたの様な現象

ることカ《わかゥ fこ。

ア 一口コンロ及び二口コンロ

雰閤気中の酸素濃度の低下につれてー炎の

長さが工区鈴完投、焼時よリ j二万{ニイ申びる。

素j農授が弘子市すると.炎の一部が欠け始め，

不安定な状態が続いた後消えてしまう。

イ ストープ(赤外線式及び耐熱金網式)

正常燃主役時に赤熱さ ラミック

ト又IJ断熱金網が，雰関う誌やの酸素1農

下につれて，床に近い部分かち宵〈変色し.

更に酸素濃度が低下すると全体が青色となり，

不安定な状燃が統し、た後消えてしまう。

ウ 瞬間泌総総

雰磁気ゅの酸繁灘度め抵…れ二つれて

上方に伸び.更に酸素濃度が低下するとパ

ナ一周辺部の炎め一部が欠け始め.中央部で

不安誌な状絡が続いた後消えてしまう。

ほ) 実験箆i均約各ガスi農疫の時間変化

実験室内における各ガス濃度の時間変化につ

いてiJllI定した結果を， 13 A用器具について図 l

ι 図5に示十。 LPG用線j誌については句

の都合 る。
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図 1 ガスコンロ(1口)のガス温度変化
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図書 ガスストーブ(赤外線式)のガス濃度変化

tJ， 6 お器異については前回(所報穿115

分)掲載済みである。

ア 酸素濃岐及び二齢化炭素濃度

13 A 及ぴ LPGm~具についてむ， 6 B用

器具の場合と河様の時間変化カミ見られ.燐間

湯沸器めように発熱量の大きな器具はど.厳

索機度の減少速度と二酸化炭素の増加速度が

きくなるjt員向が5i!.られた。
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国5 瞬間湯沸轄のガス藤康変化

イ ー駿佑炭素濃度

一酸化炭素漉度の時間変化については，前

回(所報第15号) 6 B用器具についで，いく

つかのタイプiこ分類したが， 13A及 LPG

用器具についても.これらの分類のどれかに

該当した。なお.昔器具ごとに一つのタイプが

対応する傾向は、安売体としては見られなかっ
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図14 瞬間湯沸器の一酸化炭素発生率(LP G) 

園陸茸轟直

全体的に.酸素濃度がある値(器具及び燃

料ガスにより異なる)まで低下すると.一酸

化炭素濃度が急増する傾向が見られた。

(3) 酸素i農度と一酸化炭素発生率

一酸化炭素の発生を.酸素濃度と関連つi!tて

考察するために，各酸素濃度における一酸化炭

素発生率(単位燃料当りの一酸化炭素発生量)

を，燃料ガス及びガス器具ごとに図6-図14に

示す。

一酸化炭素発生率の計算方法については，前

回(所報第15号)に記載済みなので，ここでは

省略する。

これらの図から. 13A及びLPG用ガス器具

は. 6 B用の器具に比較して.より高い酸素濃

度において一酸化炭素発生率が急増することが

わかる。

このことは，容量と換気量が同ーの部屋で同

種の器具を比較する場合.発熱量に差が無けれ

ば. 13A及びLPG用器具を使用する場合の方

が. 6 B用器具を使用する場合より，早期に室

内の一酸化炭素が急増することを意味している。

また.一酸化炭素発生率が急増する酸素濃度

は.ガス器具により異なり. 13 A及びLPG用

器具においては， コンロと瞬間湯沸一器の方がス

トーブより高い傾向がみられた。

(4) ストープの燃焼方式と汚染度

今回の実験においては.ガスストープとして

赤外線式と耐熱金網式の 2種類を用いたが，長

時間燃焼させた場合の室内一般化炭素濃度は，

赤外線式の場合.実験中常に0.01%(100ppm) 

以下であったのに対し.耐熱金網式の場合は.

各燃料ガスに共通して 6時間以内lニ0.1%0.000

ppm)に達した。

文献121によると.人間が0.1%の一酸化炭素

を含む空気中に約3時間暴露した場合，命を失

う可能性があるとされている。

(5) 複数の器具の同時使用による汚染度

現実の生活環境のもとでは. -ii内に複数の

方ス器具を置き.それらを同時に使用すること

が巧えられるので.ガス器具の組み合せを数通

り設定して実験を行った。

図15はその一例であるが.ストーブに点火し

て2時間後に瞬間ぬ沸器を点火させた場合.ガ

ス器具による酸素消費量が急I脅するため.室内

( 5 ) 



の各ガス濃度の減少速度又は増加速度も急に大

きくなり，約20分後に瞬間湯沸器が自然、に消え

てしまった。
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図15 複数の器具使用時のガス漉度変化

この様な現象は.他の組み合せ実験において

も見られたので，複数の器具を同時じ使用する

場合，室内汚染度は著しく高まると考えられる。

5. まとめ

今回は 3種類の燃料ガスに対して.各5種類

のガス器具を 1機種ずつ用いただけで.市販され

ている多くの機種について実験できなかったので.

断定はできなし品ヘ一般的な傾向として次のこと

が考えられる。

(1) ガス器具は，雰閤気中の酸素濃度が低下して

くると，燃焼状態が不完全燃焼となって炎が上

方l土伸び.更に厳素度が低下すると‘炎の一部

が欠けたり.不安定となる等の現象が発生し，

ついに消えてしまう。

(2) 瞬閣湯沸器のような発熱量の大きい '1]'ス器具

を使用する場合，又は.複数のガス器具を同時

に使用する場合には，蜜内の闘を素濃度の低下速

度が大きし短時間のうちに不完全株焼が始ま

るため，特に換気に心がける必要がある。

(3) 多くのガス器呉仇雰轡紫ゅの慢毒素横度があ

る値まで低下すると，急激に一酸化炭素を放出

するが.その時の駿素濃度は.燃料ガス及ぴ器

具の種類により異なる。

13A及びLPG用器具は. 6 B用器具に比較

して高い酸素濃度において.その一酸化炭素発

生率が急増する傾向があり.特に換気に心がけ

る必要がある。

(4) 燃焼方式が異なるストーずの一酸化炭素発生

率を比較すると、発熱量がほぼ等しいのにもか

かわらず、大きな差が生じる場合があ 1)、今固

め実験においては、耐熱金網式スト ブが亦外

線式ストープより多援にー畿化機癒を発生する

という結果を得た。

( 6 ) 

6. おわりに

これまで.主としてガス器具と燃料ガスに関して.

限られた範囲内て実験を続けて.ある程度の傾向を見

い出した訳であるが，今後も事故の減少に結びつける

べく.機会ある度にデータを蓄積するとともに，換気

方法に関する研究等を推進する必要があると考える。
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